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チ
ン
接
種
と
一
体
に
、
学
校
、
保
育
園
等
へ

の
大
規
模
検
査
や
事
業
者
へ
の
直
接
支
援
と

し
て
家
賃
給
付
金
の
再
支
給
を
要
求
。
区
は

「
考
え
は
な
い
」
と
答
弁
。
高
齢
者
・
障
害

者
事
業
所
へ
の
検
査
補
助
の
継
続
実
施
の
求

め
に
対
し
、「
継
続
す
る
」
と
答
弁
。

　
学
校
の
感
染
対
策
に
つ
い
て
、
状
況
に
応

じ
た
登
校
見
合
わ
せ
の
選
択
、
分
散
登
校
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
求
め
た
の
に
対
し
、「
適

切
に
対
応
し
て
い
る
」、
不
織
布
マ
ス
ク
の

　
第
3
回
定
例
区
議
会
（
9
/
15
～
10
/
21
）
が
開
か
れ
、
本

会
議
で
は
、
正
保
み
き
お
議
員
が
代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

区
議
団
は
、
区
民
の
命
と
健
康
・
く
ら
し
を
守
る
保
健
所

体
制
の
強
化
、
中
小
企
業
支
援
や
福
祉
の
充
実
、
防
災
対
策

　
保
健
所
で
は
８
月
、
陽
性
者
へ
の
連
絡
が

５
～
６
日
も
遅
れ
る
事
態
に
陥
り
ま
し
た
。

　
正
保
議
員
は
、
不
足
す
る
保
健
師
な
ど
保

健
所
人
員
体
制
の
強
化
を
要
求
。
区
は
「
適

切
に
配
置
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
識
」
と
答

弁
。
感
染
拡
大
の
未
然
防
止
の
た
め
、
ワ
ク

支
給
、
Ｎ
Ｏ
2
濃
度
測
定
器
や
非
接
触
型
の

水
道
蛇
口
の
設
置
提
案
に
は
、「
考
え
は
な

い
」
と
し
ま
し
た
。

　
2
0
2
0
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
係
る

補
正
予
算
が
9
回
・
約
６
６
４
億
円
が
組
ま

れ
、
そ
の
う
ち
本
区
支
出
は
わ
ず
か
10
億
円

余
。
そ
の
一
方
で
、
新
た
に
84
億
円
を
基
金

に
積
み
増
し
し
、
基
金
残
高
が
過
去
最
高
の

１
５
９
７
億
円
に
上
る
と
指
摘
。「
保
育
料

や
学
校
給
食
費
、
国
保
や
介
護
保
険
料
の
値

上
げ
、
負
担
増
を
強
い
る
必
要
な
ど
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
」
と
迫
り
ま
し
た
。
区
は

「
適
正
な
見
直
し
」
と
答
弁
。

　

来
年
度
予
算
に
つ
い
て
、「
値
上
げ
や
負

担
増
を
行
わ
ず
、
基
金
を
活
用
し
、
く
ら
し

と
営
業
を
直
接
支
援
す
べ
き
」
と
の
質
問
に

対
し
、「
基
金
を
活
用
し
、
時
機
を
逸
せ
ず

取
り
組
ん
で
い
く
」
と
答
え
ま
し
た
。　

（
2
面
に
続
く
）

新
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て
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第3回
定例会区

の
区
の
CC
OO
22
削
減
目
標
の
積
極
的
引
上
げ
、
取
組

削
減
目
標
の
積
極
的
引
上
げ
、
取
組

の
強
化
拡
充
を
　

の
強
化
拡
充
を
　
―
―
―
―
正
保
み
き
お
議
員
の
本
会
議
質
問

正
保
み
き
お
議
員
の
本
会
議
質
問
―
―
―
―

の
拡
充
等
を
求
め
論
戦
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
区
長
か
ら
令
和
2
年
度
決
算
や
令
和
3
年
度
補
正

予
算
な
ど
25
件
が
提
案
さ
れ
、
日
本
共
産
党
区
議
団
は
、
17

件
に
賛
成
、
8
件
に
反
対
し
ま
し
た
。

命とくらし、営業守る予算編成に
３９４項目の要望書を区に提出

　
日
本
共
産
党
区
議
団
は
9
月
17
日
「
2
0
2
2

年
度
予
算
編
成
に
関
す
る
重
点
要
望
」
を
山
﨑
区

長
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
11
月
2
日
に
は

3
9
4
項
目
の
「
要
望
書
」
を
区
に
提
出
し
ま
し

た
。

　
要
望
書
で
は
、
1
5
0
0
億
円
を
超
え
る
基
金

を
活
用
し
、
中
小
企
業
へ
の
家
賃
支
援
金
の
再
支

給
、
生
活
困
窮
者
支
援
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
充
や

保
健
所
体
制
の
強
化
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

増
設
、
エ
ア
コ
ン
設
置
助
成
、
給
食
費
の
無
償
化

な
ど
を
行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
度
決
算
と

来
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て



（ 2 ）

　
正
保
議
員
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
等
の
自

主
避
難
施
設
や
、
今
般
の
法
改
正
で
直
接

避
難
が
可
能
と
な
っ
た
福
祉
避
難
所
の
受

け
入
れ
体
制
整
備
を
提
案
。
区
は
「
区
職

員
を
増
員
し
避
難
体
制
の
確
立
を
進
め

る
」「
福
祉
避
難
所
の
受
け
入
れ
対
象
者

等
の
検
討
を
進
め
る
」
と
前
向
き
答
弁
。

気
候
変
動
の
影
響
に
よ
る
豪
雨
や
台
風

等
の
被
害
が
深
刻
化
す
る
中
、
区
は

2
0
5
0
年
ま
で
の
Ｃ
Ｏ
2
排
出
実
質
ゼ

ロ
を
宣
言
し
た
も
の
の
、
２
０
３
０
年
ま

で
の
本
区
Ｃ
Ｏ
2
削
減
目
標
（
37
・
６
％
）

は
低
い
ま
ま
だ
と
指
摘
。
削
減
目
標
の
引

き
上
げ
と
、
区
内
の
脱
炭
素
化
の
「
目
標

と
計
画
」
策
定
、
省
エ
ネ
住
宅
や
太
陽
光

パ
ネ
ル
設
置
等
へ
の
助
成
拡
充
を
提
案
。

区
は
「
削
減
目
標
達
成
の
取
組
み
を
加
速

し
た
上
で
、
適
切
な

目
標
を
設
定
す
る
」

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
助
成
拡
充

を
検
討
す
る
」
と
答

弁
し
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
度
決
算

は
、
約
56
億
円
の
黒

字
と
な
り
ま
し
た
。

　
区
は
、
新
に
84
億

円
余
を
基
金
に
積
み

増
し
し
、
基
金
総

額
は
過
去
最
高
の

1
5
9
7
億
円
に

上
っ
て
い
ま
す
。

　
基
金
を
た
め
込
む

一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
の

も
と
保
育
料
や
学
校

給
食
費
、
国
保
・
介

護
保
険
料
の
値
上
げ

を
強
行
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
福
祉
の
削

減
や
、
民
間
委
託
を

進
め
た
こ
と
か
ら
決

算
に
反
対
し
ま
し

た
。

（
1
面
続
き
）

議会日程（予定）

2020年度
決算

11
／
18
　
請
願
陳
情
締
切
日

　
　
25
　
本
会
議

　
　
26
　
本
会
議

　
　
30
　
企
画
総
務
委
員
会

12
／
1  

区
民
環
境
委
員
会

　
　
2  

厚
生
委
員
会

　
　
3  

建
設
委
員
会

　
　
6
　
文
教
委
員
会

　
　
7
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
8
　
清
掃
港
湾
・
臨
海
部
特
別
委
員
会

　
　
9
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
特
別
委
員
会

　
　
10
　
防
災
・
ま
ち
づ
く
り
・
交
通
対
策
特
別
委
員
会

　
　
13
　
高
齢
者
支
援
・
介
護
保
険
制
度
特
別
委
員
会

　
　
15  

本
会
議

防
災
対
策
に
つ
い
て

 

正
保
み
き
お
議
員

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
が
拡
大

す
る
中
、
本
人
や
家
族
が
基
礎

疾
患
が
あ
る
等
の
理
由
で
登
校

を
見
合
わ
せ
て
い
る
児
童
生
徒

は
、
９
月
21
日
時
点
で
小
学
校

５
３
８
人
、
中
学
校
１
４
９
人

に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

　
江
東
区
は
、
夏
休
み
明
け
以

降
、
体
制
が
整
っ
た
こ
と
か

ら
、
希
望
す
る
す
べ
て
の
子
ど

も
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
授
業
を

　
昨
年
度
区
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

下
で
国
保
料
3
4
2
8
円
の
値

上
げ
を
強
行
。
そ
の
た
め
1
世

帯
当
た
り
の
年
間
平
均
保
険
料

は
16
万
円
を
超
え
、
非
常
に
重

い
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
赤
羽
目
議
員
は
「
生
活
が
厳

し
い
、
保
険
料
は
値
上
げ
し
な

い
で
」
と
い
う
区
民
の
切
実
な

声
を
紹
介
し
、「
い
く
ら
財
源

を
充
て
れ
ば
値
上
げ
は
避
け
ら

提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
が
、
一
方
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
授
業
を
出
席
扱
い
に
し
て
い

ま
せ
ん
。
保
護
者
か
ら
は
出
席

扱
い
に
し
て
ほ
し
い
と
議
会
に

陳
情
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
つ
き
議
員
は
「
オ
ン
ラ
イ

ン
で
も
教
師
と
顔
を
会
わ
せ
、

他
の
児
童
と
一
緒
に
授
業
を
受

け
て
お
り
、
出
席
と
す
べ
き
」

と
し
て
、
対
応
の
見
直
し
を
求

め
ま
し
た
。

　
区
は
「
学
校
に
来
て
い
な
い

の
で
出
席
に
は
し
て
い
な
い
」

「
受
験
等
で
不
利
益
に
な
ら
な

い
よ
う
各
学
校
に
通
知
し
て
い

る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

れ
た
の
か
」「
来
年
度
保
険
料

は
引
下
げ
よ
」と
迫
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
赤
羽
目
議
員
は
、
滞

納
し
て
い
る
4
7
8
世
帯
に
区

は
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
全
額

自
己
負
担
と
な
る
資
格
証
を
発

行
し
て
い
る
が
、
お
金
が
心
配

で
病
院
に
行
く
こ
と
を
た
め
ら

う
こ
と
が
な
い
よ
う
、
短
期
保

険
証
に
切
り
替
え
る
べ
き
と
要

求
し
ま
し
た
。

　
区
は
「
約
4
億
円
投
入
す
れ

ば
値
上
げ
は
回
避
で
き
た
。
保

険
料
の
値
下
げ
や
短
期
証
へ
切

り
替
え
る
考
え
は
な
い
」
と
答

弁
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
も
出
席
扱
い
に

コ
ロ
ナ
禍
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
も
出
席
扱
い
に

高
す
ぎ
る
国
保
料
の
引
き
下
げ
を

高
す
ぎ
る
国
保
料
の
引
き
下
げ
を

大つきかおり議員

赤羽目たみお議員

　　　　 負担増と福祉削り

56億円の黒字
コロナ禍コロナ禍


